
為替週間展望＝ドル円は１５５円近辺でのもみ合いが継続か

　　　　　　　　　　［５月２０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    5 月 13 日～ 5 月 17 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  155.73   156.74(14)    153.60(16)    155.72   -0.06

ユーロ・ドル  1.0768   1.0895(16)    1.0766(13)    1.0863   +0.0092

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    38,787.38     +558.27     日本10年債利回り   0.956   +0.044

ダウ平均株価    39,869.38     +356.54     米10年債利回り     4.375   -0.121

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２２日　カナダ６月卸売売上高

２３日　スイス７月貿易収支

　　　　米７月新築住宅販売件数

２４日　ＮＺ７月貿易収支

　　　　日本６月景気動向指数

　　　　独第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米６月住宅価格指数

　　　　米７月中古住宅販売件数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】４月の米雇用統計は市場予想よりも弱い結果となったものの、政策

金利は高止まりが警戒されていることや日銀の追加利上げには時間がかかるとの見方か

ら、ドル買い円売りの流れは継続するとした。

　　　　

【ドル円は売り一巡後に戻す】

　１４日発表の米生産者物価指数は市場予想を上回る強い結果となった。ただ、前回値

が下方修正されたことで解釈の難しい結果となった。ドル円は上下に振幅したものの１

５６円台で明確な方向感は出なかった。

　　　

　１５日発表の４月の米消費者物価指数は総合、コアともに前月比が＋０．３％とな

り、市場予想を下回った。前年比は総合が＋３．４％、コアが＋３．６％となり、市場

予想通りながら前回から鈍化することとなった。同時刻に発表された４月の米小売売上

高は前月比変わらずとなり、事前予想の同＋０．４％を下回り、前回値も＋０．７％か

ら＋０．６％に下方修正された。ＮＹ連銀製造業景気指数は－１５．６となり、事前予

想の－１０．２を下回り、前回の－１４．３も下回った。

　　

　米消費者物価指数などの結果を受けて米１０年債利回りは４．３４％前後まで低下し

ており、およそ１か月ぶりの水準まで低下した。ドル円は米消費者物価指数を受けての

米長期金利の低下で１５日に１５４．７０近辺まで下落した。１６日の東京市場では１

５３．６０近辺まで一段と下落した。なお、１６日には４月の米輸入物価指数の上振れ

などを受けてドル買いの動きに傾き、１５５円台半ばまで戻している。

　　

　米消費者物価指数や米小売売上高の結果を受けて、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

による早期利下げ観測の思惑が台頭している。これまではＦＲＢ高官のタカ派的な発言

から、年内の利下げは１回程度といった見通しが広がっていたが、今回の米消費者物価

指数を受けて、年内２回の利下げが織り込まれることとなった。市場では９月と１２月
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の利下げを織り込む格好となっている。

　　

　２０日の週は、２２日に米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（４月３０－５

月１日）がある。声明文では、「最近数か月はインフレ抑制の進展に向けての進展がな

かった」と指摘があった。パウエル議長の記者会見では、「利下げ可能と判断できるま

でまだ時間がかかる」「次の一手は利上げである可能性は低い」などと述べた。今回の

議事要旨で新たな材料が出てくるかが注目される。

　　

　また、経済指標では２２日に米４月中古住宅販売件数、２３日には米４月新築住宅販

売件数と住宅関連指標の発表がある。それ以外には、２３日に米５月製造業ＰＭＩ速報

値、米５月サービス業ＰＭＩ速報値なども注目される。米消費者物価指数の下振れなど

もあり、弱めの米経済指標には敏感に反応する可能性もありそうだ。

　　

　それと、ＦＯＭＣメンバーによる発言予定が相次ぐ。パウエル議長が２０日早朝にジ

ョージタウン大学の卒業式でスピーチ、２０日にボスティック・アトランタ連銀総裁、

バーＦＲＢ副議長、２１日にバーキン・リッチモンド連銀総裁、ウォラーＦＲＢ理事、

ウィリアムズＮＹ連銀総裁など、数多くの発言がある。４月の米消費者物価指数や米小

売売上高の発表後、関係者のスタンスの変化などが注目される。

　　

　ドル円は弱い米消費者物価指数の発表の後に下落したものの、売りが一巡すると戻り

を見せている。日米金利差は高水準であり、ドルは底堅い上に円の売られやすい地合い

は続くとみられ、ドル円は１５５円近辺でのもみ合いが継続することとなりそうだ。ド

ル円の目先の予想レンジは、１５２．５０～１５７．５０円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、２２日に日本４月貿易収支、日本３月機械受

注、米４月中古住宅販売件数、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨、２３日に

米新規失業保険申請件数、米５月製造業ＰＭＩ速報値、米５月サービス業ＰＭＩ速報

値、米４月新築住宅販売件数、２４日に日本４月消費者物価指数、米４月耐久財受注速

報値、米５月ミシガン大学消費者信頼感指数などがある。

　　

【ユーロドルは堅調な推移が継続か】

　ユーロドルは米長期金利の低下によるドルの弱さなどを背景に上昇基調で推移してき

た。テクニカル面では５日移動平均線をサポートに堅調な推移を見せている。１４日に

２００日移動平均線から上放れている。

　　

　ユーロドルは欧米の経済指標に左右される可能性が高いとみられる。１．０９００ド

ルに接近するなど、過熱感からの反動安も警戒されるものの、堅調な推移が継続するが

見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０９５０～１．１００ドル。

　　

　英中銀（ＢＯＥ）による利下げは年内２回、場合によっては３回との見方も出てきて

いる。ポンドドルは２１日移動平均線をサポートに堅調に推移しており、ユーロドルと

同様に２００日移動平均線から上放れている。２２日の英４月消費者物価指数、英４月

生産者物価指数、２３日の英５月製造業ＰＭＩ速報値、英５月サービス業ＰＭＩ速報値

の結果次第では上下に振幅する可能性もある。こうした中でも堅調な地合いは継続する

とみられる。ポンドドルの目先の予想レンジは、１．２５００～１．２８５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２０日に中国最優遇貸出金利（ローンプラ

イムレート　１年　５年）、独４月生産者物価指数、２１日にユーロ圏３月経常収支、

ユーロ圏３月貿易収支、カナダ４月消費者物価指数、２２日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮ

Ｚ）政策金利、英４月消費者物価指数、英４月生産者物価指数、２３日にＮＺ第１四半

期小売売上高、ユーロ圏５月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏５月サービス業ＰＭＩ速報

値、英５月製造業ＰＭＩ速報値、英５月サービス業ＰＭＩ速報値、２４日にＮＺ４月貿

易収支英４月小売売上高、独第１四半期ＧＤＰ確報値などがある。
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